
第
三
章

　未
来

　
こ
れ
か
ら
も
真
の
一
流
企
業
と
し
て
発

展
し
て
い
く
た
め
に
、
当
社
は
グ
ル
ー
プ

全
体
の
売
上
高
を
10
年
以
内
に
１
兆
円
規

模
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　
現
在
の
売
上
高
は
３
６
５
７
億
円
（
平

成
27
年
３
月
期
）
で
、
現
在
約
３
５
０
０

あ
る
日
本
の
上
場
企
業
の
中
で
３
５
０
番

目
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
１
兆

円
企
業
と
な
る
と
だ
い
た
い
１
５
０
番
目

位
で
す
。

　
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
成
27
年
５
月
、
中

期
経
営
計
画
「
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ  

Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ

ｇ
ｎ 

２
０
１
７
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

お
客
様
ニ
ー
ズ
に
細
や
か
に
対
応
し
て
、

３
年
間
で
売
上
高
５
０
０
０
億
円
、
経
常

利
益
４
０
０
億
円
、
収
益
性
の
指
標
で
あ

る
Ｒ
Ｏ
Ｅ
も
10
％
に
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

　
警
備
業
全
体
の
売
上
規
模
が
現
在
年
間

３
兆
３
０
０
０
億
円
ほ
ど
な
の
で
、
１
兆

円
は
壮
大
な
目
標
で
す
が
、
従
来
の
警
備

業
は
も
と
よ
り
、
新
規
事
業
参
入
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

る
成
長
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
兆
円
企
業
を
目
指
し
て（
中
期
経
営
計
画
）

「警備」の分野で
最高のおもてなしを

再び東京で行われるオリンピックに関
わることは、全社員が感じる「運命」で
もあり、社としての「プライド」でもあ
ります。
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

当
社
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

当
社
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。



も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

津波で濡れた紙幣を乾燥 現金ボックスを確認
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

津波で濡れた紙幣を乾燥 現金ボックスを確認

被災地を巡回するALSOK隊員たち
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る

携
帯
端
末
や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事

態
対
処
に
当
た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
置
き
換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

近
未
来
の
警
備
、
そ
し
て
東
京
五
輪
へ

　
当
社
は
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
（
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
＆
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
し
て
、
大
会
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直
後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社
に
と
っ
て

再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る

「
使
命
」
で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た

ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
多
く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数

に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を
用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
技
術
を
活
用
し
た
事
業
の
代
表

と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
点
検
で

す
。
現
在
全
国
で
約
１
１
０
０
あ
る
と
さ

れ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
う
ち
約
４
０

０
の
施
設
が
、
当
社
の
お
客
様
と
し
て
防

犯
用
の
機
械
警
備
を
導
入
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
「
点
検
」
と
い
う
新

た
な
業
務
を
加
え
ま
し
た
。

　
従
来
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
点
検
は
広

大
な
敷
地
を
徒
歩
で
回
り
、
目
視
や
レ
ー

ザ
ー
を
当
て
て
異
常
確
認
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
た

赤
外
線
カ
メ
ラ
で
上
空
か
ら
俯
瞰
す
る

と
、
破
損
箇
所
を
簡
単
に
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
一
般
的
な
規
模
の
施

設
で
従
来
４
時
間
か
か
っ
て
い
た
点
検
作

業
が
わ
ず
か
15
分
に
な
り
、
見
落
と
し
も

非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
二
つ
め
は
、
イ
ン
フ
ラ
点
検
で
す
。
現

在
国
交
省
の
「
次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ
用

ロ
ボ
ッ
ト
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加

し
、
老
朽
化
し
た
橋
梁
等
の
点
検
実
用
化

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
今
年
４
月
の
官
邸
ド
ロ
ー
ン
墜

落
事
件
を
契
機
に
、
我
が
国
で
も
侵
入
ド

ロ
ー
ン
対
策
が
喫
緊
の
課
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
事
件
発
生
か
ら
１
か
月
以
内
に
、

当
社
は
検
知
サ
ー
ビ
ス
を
発
表
し
ま
し

た
。
国
内
外
の
主
要
な
ド
ロ
ー
ン
の
機
種

の
飛
行
音
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お

き
、
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
が
接
近
・
侵
入
し

た
際
は
、
セ
ン
サ
ー
が
そ
の
音
を
感
知
し

て
、
す
ぐ
に
警
備
員
に
警
報
と
し
て
知
ら

せ
る
シ
ス
テ
ム
で
、
官
邸
程
度
の
敷
地

は
、
３
台
の
検
知
器
で
対
応
可
能
で
す
。

　
侵
入
ド
ロ
ー
ン
対
策
と
し
て
は
、
日
本

初
で
あ
り
、
す
で
に
多
く
の
引
き
合
い
を

受
け
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
ま
だ
緒
に
付

い
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
先
は
ド
ロ
ー

ン
自
体
を
警
備
に
活
用
す
る
こ
と
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
活
躍
中
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直

後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社

に
と
っ
て
再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る
「
使
命
」

で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

近
未
来
の
警
備
、
そ
し
て
東
京
五
輪
へ

す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
多

く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数
に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を

用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
技
術
を
活
用
し
た
事
業
の
代
表

と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
点
検
で

す
。
現
在
全
国
で
約
１
１
０
０
あ
る
と
さ

れ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
う
ち
約
４
０

０
の
施
設
が
、
当
社
の
お
客
様
と
し
て
防

犯
用
の
機
械
警
備
を
導
入
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
「
点
検
」
と
い
う
新

た
な
業
務
を
加
え
ま
し
た
。

　
従
来
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
点
検
は
広

大
な
敷
地
を
徒
歩
で
回
り
、
目
視
や
レ
ー

ザ
ー
を
当
て
て
異
常
確
認
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
た

赤
外
線
カ
メ
ラ
で
上
空
か
ら
俯
瞰
す
る

と
、
破
損
箇
所
を
簡
単
に
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
一
般
的
な
規
模
の
施

設
で
従
来
４
時
間
か
か
っ
て
い
た
点
検
作

業
が
わ
ず
か
15
分
に
な
り
、
見
落
と
し
も

非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
二
つ
め
は
、
イ
ン
フ
ラ
点
検
で
す
。
現

在
国
交
省
の
「
次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ
用

ロ
ボ
ッ
ト
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加

し
、
老
朽
化
し
た
橋
梁
等
の
点
検
実
用
化

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
今
年
４
月
の
官
邸
ド
ロ
ー
ン
墜

落
事
件
を
契
機
に
、
我
が
国
で
も
侵
入
ド

ロ
ー
ン
対
策
が
喫
緊
の
課
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
事
件
発
生
か
ら
１
か
月
以
内
に
、

当
社
は
検
知
サ
ー
ビ
ス
を
発
表
し
ま
し

た
。
国
内
外
の
主
要
な
ド
ロ
ー
ン
の
機
種

の
飛
行
音
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お

き
、
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
が
接
近
・
侵
入
し

た
際
は
、
セ
ン
サ
ー
が
そ
の
音
を
感
知
し

て
、
す
ぐ
に
警
備
員
に
警
報
と
し
て
知
ら

せ
る
シ
ス
テ
ム
で
、
官
邸
程
度
の
敷
地

は
、
３
台
の
検
知
器
で
対
応
可
能
で
す
。

　
侵
入
ド
ロ
ー
ン
対
策
と
し
て
は
、
日
本

初
で
あ
り
、
す
で
に
多
く
の
引
き
合
い
を

受
け
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
ま
だ
緒
に
付

い
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
先
は
ド
ロ
ー

ン
自
体
を
警
備
に
活
用
す
る
こ
と
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
活
躍
中
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

　
当
社
は
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
（
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
＆
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
し
て
、
大
会
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直
後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社
に
と
っ
て

再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る

「
使
命
」
で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た

ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
多
く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数

に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を
用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 ALSOKゾーンセキュリティマネジメント®
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も
対
応
で
き
ま
す
。

　
目
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
機
器
ば
か
り
が
特
徴
の
よ

う
で
す
が
、
速
さ
、
正
確
さ
の
み
な
ら
ず
警
備
員

の
数
が
最
小
限
で
済
み
、
経
済
的
に
も
効
率
の
良

い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
に
取
り
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
警
備
業
は
、
も
と
も
と
防
犯
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
、
警
察
が
担
う「
公
的
」な
役
割
を
補
完
す
る「
私
的
」

な
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「『
世
界
一
安
全
な
日
本
』
創
造
戦
略
」
に
も
、「
警

備
業
法
の
適
切
な
運
用
を
通
じ
て
、
生
活
安
全
産
業
と
し
て
警
備
業
の
質
の
向
上
を
図
る
」
と
い
う
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
今
で
は
社
会
に
お
け
る
基
盤
産
業
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
現
在
の
日
本
社
会
が
抱
え
る
安
全
に
つ
い
て
の
問
題
と
、
今
後
当
社
が
提
供
を
目
指
す
べ
き
安
全
・

安
心
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
般
犯
罪

　
日
本
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
を
ピ
ー
ク
に
12
年
連
続
減
少
し
、
現
在
は
、
戦

後
最
少
だ
っ
た
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
に
近
い
数
字
で
、
一
見
す
る
と
治
安
は
回
復
し
た
か
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
犯
罪
の
大
半
を
占
め
る
窃
盗
犯
罪
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
個
人
宅
を
守
る
警
備
業
の
発

展
に
伴
っ
て
減
少
し
た
こ
と
が
、
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
性
犯
罪
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
案
、
高
齢
者
に
対

す
る
特
殊
詐
欺
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、〝
身
近
な
犯
罪
〞
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
依
然
と
し
て
暴

力
団
に
よ
る
組
織
犯
罪
な
ど
の
脅
威
が
減
ら
な
い
た
め
、
刑
法
犯
認
知
件
数
と
は
裏
腹
に
、
国
民
の
体
感
治
安

は
一
向
に
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
当
社
は
、
前
章
で
述
べ
た
数
々
の
警
備
や
「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
」
シ
リ
ー
ズ

な
ど
、
防
犯
面
で
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
新
た
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
提
供
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
啓
発
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
社
員
が
防
犯
出
前
授
業
を
行
う
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
教
室
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
０
０
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
受
講
し
ま
し
た
。
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
や
救
命
救
急
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
高
齢
者

向
け
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ほ
っ
と
ラ
イ
フ
講
座
」
は
２
年
前
か
ら
、
護
身
術
も
学
べ
る
「
女
性
向
け
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

も
今
年
か
ら
各
地
で
開
催
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪

　
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
国
や
企
業
の
危
機
管
理
に
お
い
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
個
人
情
報
の
流
出
問
題
な
ど
、「
情
報
」
を
い

か
に
守
る
か
が
新
た
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
通
信
教
育
会
社
の
顧
客
情
報
が
最
大
２
８
０
０
万
件
以
上
流
出
し
た
事
件
の
金

銭
的
代
償
は
、
２
６
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
に
は
日
本
年
金
機
構
が
ウ
イ
ル
ス

メ
ー
ル
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
１
２
５
万
件
の
年
金
情
報
が
流
出
し
ま
し
た
。
こ
の
10
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
国
民
向
け
の
通
知
も
始
ま
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
は
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
時
代
や
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

の
時
代
が
到
来
し
ま
す
の
で
、
当
社
を
始
め
と
す
る
警
備
会
社
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
機
会
は
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

テ
ロ
リ
ズ
ム

　
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
テ
ロ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
は
10
人
の
日
本
人
が
亡
く
な
り
、
本
年
に
入
っ

て
か
ら
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ（
い
わ
ゆ
る
「
イ
ス
ラ
ム
国
」）
に
拘
束
さ
れ
た
日
本
人
２
人
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
博
物
館
襲
撃
で
は
３
人
の
日
本
人
が
命
を
落
と
し
、
バ
ン
コ
ク
の
爆

弾
テ
ロ
で
も
日
本
人
１
人
が
一
時
重
体
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
人
に
人
気
の
マ
ラ
ソ
ン
で
も
、
平
成
25
年
（
２

０
１
３
年
）、
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
上
で
爆
弾
テ
ロ
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
我
が
国
は
地
理
的
に
海
外
か
ら
の
テ
ロ
リ
ス
ト
が
入
国
し
づ
ら
い
国
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
際
手
配
中
の
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
メ
ン
バ
ー
の
４
度
に
わ
た
る
入
国
、
潜
伏
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
の
先
に
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、
東
京
五
輪
と
、

テ
ロ
の
標
的
と
な
り
得
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。
日
本
の
警
備
会
社
は
、
テ
ロ
組
織
に
直
接
対
峙
す
る

立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
施
設
警
備
や
雑
踏
警
備
等
を
通
じ
て
、
そ
の
未
然
防
止
と
リ
ス
ク
の
最
小
化
の
た

め
に
全
力
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
５
０
０
万
台
以
上
と
言
わ
れ
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
近
年
性
能
が
格
段
に
向
上
し
、
群
衆
か
ら
特

定
の
人
物
や
不
審
な
動
き
を
す
る
人
物
の
抽
出
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現
に
、
指
名
手
配
者
を
防
犯
カ
メ
ラ

包
囲
網
で
逮
捕
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
来
日
外
国
人
が
出
入
国
す
る
空
港
、
さ
ら
に
は
港

湾
等
に
お
い
て
も
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
75
歳
以
上
の
人
口
は
２
１
７
９
万
人
で
、
現
在
の

1.3
倍
、
全
人
口
の
18
％
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
４
軒
に
１
軒
が
、
世
帯
主
が
65
歳
以
上
の
単
独
ま
た

は
夫
婦
の
み
の
世
帯
と
な
り
、
日
本
は
、
や
が
て
全
世
界
が
直
面
す
る
超
高
齢
化
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
ど
う
し
た
ら
最
後
ま
で
安
全･

安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
我
が
国
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
当
社
は
、
従
来
か
ら
在
宅
高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
向
け
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
最
大

手
と
し
て
高
齢
化
社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
訪
問
介
護
を
主
体
と
す
る
事
業
会
社
が
グ

ル
ー
プ
入
り
し
ま
し
た
。

　
20
年
以
内
に
２
１
０
０
万
戸
（
平
成
26
年
は
８
２
０
万
戸
）
を
超
え
て
全
住
宅
の
30
％
に
上
る
と
言
わ
れ
、

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
空
き
家
問
題
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ 

る
す
た
く
サ
ー
ビ
ス
」

は
、
当
面
使
用
し
な
い
空
き
家
の
定
期
巡
回
や
投
函
物
の
整
理
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
不
審
者
や
火
災
防
止

の
た
め
の
機
械
警
備
設
置
や
換
気
、
通
水
も
行
う
管
理
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
化
と
と
も
に
日
本
を
襲
う
の
が
人
口
減
少
で
す
。

　
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）、
日
本
創
生
会
議
は
「
地
方
消
滅
」
の
問
題
提
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼
応

し
て
、
全
国
知
事
会
は
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
（
地

方
創
生
本
部
）」
を
設
置
、
担
当
大
臣
も
新
設
し
て
、
少
子
化
と
東
京
へ
の
人
口
集
中
へ
の
対
応
に
本
腰
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
動
態
が
変
化
す
る
に
は
長
い
期
間
が
必
要
で
す
。

　
全
国
に
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
当
社
は
、
地
方
自
治
体
、
地
域
金
融
機
関
等
と
頻
繁
に
意
見
交
換

を
行
い
つ
つ
、
地
方
創
生
に
向
け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
自
治
体
が
力

を
入
れ
て
い
る
観
光
産
業
に
は
、
安
全
・
安
心
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
自
治
体
の
機
能
を
補
完
し

て
、
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
警
備
会
社
が
地
域
の
安
全
・
安
心
を
提
供
す
る
時
代

が
到
来
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海
外
展
開

　
海
外
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）
に
台
湾
有
数
の
財
閥
で
あ
る
新
光
グ
ル
ー
プ

が
警
備
会
社
を
設
立
す
る
際
、
技
術
提
携
の
形
で
協
力
し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
、
警
備
業
に
対
し
て
外
資
に

よ
る
参
入
を
規
制
す
る
国
も
多
い
た
め
、
製
造
業
な
ど
よ
り
も
進
出
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
が
実
情
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
日
本
の
警
備
会
社
に
よ
る
日
本
式
の
警
備
を
望

む
邦
人
企
業
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
タ
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

本
格
的
に
進
出
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
９
か
国
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
に
現
地
法
人
や
駐
在
員
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
の
子
会
社
で
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
常
駐
警
備
を
提
供
し
、
点
呼
、
基
本
教
練
な
ど
も
日
本
式
で

す
が
、
そ
の
規
律
の
正
し
さ
が
高
い
評
判
を
呼
び
、
い
ま
や
５
０
０
人
以
上
の
警
備
員
を
擁
す
る
規
模
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　
法
的
規
制
な
ど
の
関
係
か
ら
、
現
地
法
人
の
中
に
は
、
主
に
日
系
企
業
向
け
の
警
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
常
駐
警
備
、
機
械
警
備
な
ど
の
警
備
計
画
の
策
定
や
、
現
地
の
パ
ー
ト
ナ
ー
警
備
会
社
の
紹
介
、
警
備

員
の
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
全
国
の
多
く
の

金
融
機
関
を
介
し
て
、
地
方
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
企
業
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
企
業
も
個
人
も
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
安
全
・
安
心
へ

の
要
求
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
高
ま
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害

　
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ
津
波
の
襲
来
で

１
万
８
４
６
５
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
損
壊
家
屋
は
40
万
戸
、
被
害
額
は
17
兆
円
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
５
１
５
万
人
と
推
定
さ
れ
る
帰
宅
困
難
者
や
産
業
界
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
途
絶
も
大
き
な

問
題
と
な
り
、
我
が
国
の
社
会
、
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
他
方
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
防
災
教
育
が
救
っ
た
命
も
少
な
く
な
く
、
未
曾
有
の
巨
大
津
波
の
前
に
、

ソ
フ
ト
面
の
災
害
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
の
治
安
の
良
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
々
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
停

電
で
防
犯
装
置
が
作
動
し
な
い
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
狙
っ
た
窃
盗
、
無
人
と
な
っ
た
民
家
や
商

店
を
狙
っ
た
空
き
巣
等
が
多
発
し
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
等
か
ら
お
客
様
の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問
わ

ず
被
災
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
ほ
か
、
大
事
故
が
生
じ
た
福
島
第
一
原
発
周
辺
も
含
め
、Ａ
Ｔ
Ｍ
等
か

ら
の
現
金
回
収
を
行
い
、
濡
れ
た
紙
幣
も
含
め
、
そ
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
震
災
後
３
か
月
で
、
延
べ
４
０
０
０
人
の
応
援
要
員
派
遣
、
水
・
食
料
と
40
万
枚
以
上
の
マ
ス
ク

の
寄
贈
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
り
が
と
う
運
動
や
当
社
所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
よ
る
街
頭
募
金
か
ら
１
億
円
以

上
の
義
援
金
寄
付
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
大
勢
の

社
員
が
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
帰
宅
困
難
地
域
を
含
め
た
被
災
地

へ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
導
入
、
仮
設
・
復
興

住
宅
に
入
居
す
る
住
民
へ
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、

従
来
か
ら
請
け
負
っ
て
い
た
福
島
第
一
・
第
二
原

発
に
お
け
る
警
備
活
動
の
継
続
や
周
辺
地
区
の
防

犯
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
当
社
の
復
興
へ
の
支
援
活
動

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
９
月
、
台
風
で
茨
城
・

栃
木
両
県
を
中
心
に
北
関
東
、
東
北
の
河
川
が
相

次
い
で
決
壊
、
氾
濫
し
ま
し
た
。
当
該
地
域
で

は
、
各
県
の
警
備
業
協
会
が
自
発
的
に
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
当
社
も
大
雨
特

別
警
報
発
令
直
後
か
ら
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
さ
れ
た
お
客
様
と
地
域
の
安
全
確
保
、
給
水
活
動
な

ど
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　
近
い
将
来
に
起
き
う
る
と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
は
、
死
者
最
大
２
万
３
０
０
０
人
、
被
害
額
は
最
大
で
95

兆
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
岸
を
広
範
囲
に
襲
う
津
波
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
死

者
は
最
大
32
万
人
、
被
害
額
は
国
の
一
般
会
計
予
算
２
年
分
よ
り
も
多
い
２
１
４
兆
円
。
残
念
な
が
ら
日
本
は

自
然
災
害
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
主
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
国
土
強
靭
化
を
掲
げ
ま
し
た
。「
人
命
保
護
」「
国
家
・
社

会
の
重
要
機
能
の
維
持
」「
国
民
の
財
産
、
公
共
施
設
へ
の
被
害
最
小
化
」「
迅
速
な
復
旧
復
興
」
を
基
本
目
標

に
、
優
先
順
位
を
付
け
つ
つ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
減
災
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
社
も
、
こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
に
呼
応
し
、
国
民
の
生
活
基
盤
を
守
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
監
視
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
従
来
か
ら
提
供
し
て
き
た
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
、
港
湾
、
ダ
ム
、
貯
水
場
等
の
監

視
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
本
年
初
頭
か
ら
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
防
止
の
た
め
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
立
体
交
差
に
よ
り
周
辺
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
道
路
）
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
急
速
に
普
及
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
等
も
ま
も
な
く
実
現
し
ま
す
。

　
当
社
が
取
り
組
み
を
開
始
し
た
最
新
の
警
備
、「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ゾ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
®
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
眼
鏡
型
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た
警
備
員
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®

は
、
隊
員
目
線
の
映
像
を
位
置
情
報
と
と
も
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
送
信
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
各
所

に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
、
エ
リ
ア
内
を
巡
回
す
る
自
律
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ-

Ｘ
」、
ド
ロ
ー
ン
搭
載
カ
メ
ラ
な
ど
か
ら
の
情
報
も
集
約
さ
れ
、
即
座
に
最
新
の
画
像
解
析
・
顔
認
証
技
術
に

よ
り
不
審
者
や
迷
子
、
雑
踏
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
検
知
し
ま
す
。

　
異
常
が
発
生
し
た
と
の
情
報
は
、
す
ぐ
さ
ま
ハ
イ
パ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
ー
ド
®
が
所
持
す
る
携
帯
端
末
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
の
モ
ニ
タ
ー
部
分
に
表
示
さ
れ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
現
場
に
急
行
、
事
態
対
処
に
当

た
り
ま
す
。
隊
員
保
有
の
携
帯
端
末
は
、
す
で
に
タ
フ
ス
マ
ホ
と
呼
ば
れ
る
堅
牢
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
置
き

換
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
広
い
エ
リ
ア
内
を
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
、
異
常
の
種
類
を
瞬
時
に
判
断
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
駆
け
つ
け
指
令
を
出
す
シ
ス
テ
ム
で
す
。
携
帯
端
末
に
多
言
語
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
搭
載
す
れ
ば
、
外
国
人
に

　
当
社
は
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
（
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
＆
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
し
て
、
大
会
の
警
備
を
主
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
創
業
者
が
前
回
の
東
京
大
会
を
支
え
、
そ
の
直
後
に
当
社
を
創
設
し
た
と
い
う
歴
史
か
ら
、
当
社
に
と
っ
て

再
び
東
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
関
わ
る
こ
と
は
、
全
社
員
が
感
じ
る

「
使
命
」
で
も
あ
り
、
社
と
し
て
の
「
誇
り
」
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
社
に
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た

ち
は
、
国
際
舞
台
で
活
躍
し
、
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
多
く
の
メ
ダ
ル
を
と
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ=

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
警
備
に
つ
い
て
は
膨
大
な
数

に
上
る
警
備
員
の
確
保
、
最
新
の
技
術
を
用
い
た
犯
罪
へ
の
対
応
、
テ
ロ
の
抑
止
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
た
上
で
、
当
社
は
「
警
備
」
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
各
方
面
と

協
力
し
つ
つ
、
世
界
か
ら
集
ま
る
選
手
、
役
員
、
応
援
団
、
観
光
客
に
最
高
の
安
全
・
安
心
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
真
の
「
お
も
て
な
し
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 ALSOKゾーンセキュリティマネジメント®
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　「
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
＝
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
第
一
に
挙
げ
る
方

も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
に
18
人
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
し
て
お
り
、
彼
ら
が

獲
得
し
た
メ
ダ
ル
の
総
数
は
９
個
を
数
え

ま
す
。
と
く
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
で
は
出
場
８
名
の
う
ち
５
名
が
メ
ダ

リ
ス
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
当
社
に
は
、
国
際
大
会
で
の
上
位

入
賞
を
目
指
す
「
ス
ポ
ー
ツ
強
化
選
手
」

と
し
て
25
人
（
柔
道
13
、レ
ス
リ
ン
グ
７
、

ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
３
、
陸
上
１
、

射
撃
１
）
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
彼
ら
は
今
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
を
は
じ
め
、
数
々
の
国
際
舞
台
で
の
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
警
備
に
必
要
な「
強
力
」「
迅
速
」「
正
確
」

を
体
現
し
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
く
「
誠

実
」
に
戦
う
当
社
の
選
手
た
ち
に
、
こ
れ

か
ら
も
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

目
指
せ
、
金
メ
ダ
ル
！ 

当
社
期
待
の
選
手
た
ち

■ 2015年世界選手権出場選手

ウエイトリフティング柔道

レスリング

松本 潮霞 選手

女子63㎏級
八木 かなえ 選手
女子53㎏級

田知本 愛 選手

女子78㎏超級
中矢 力 選手

男子73kg級

陸上

藤澤 勇 選手

男子20km競歩
金久保 武大 選手

男子グレコローマン75㎏級
松本 篤史 選手

男子フリースタイル86㎏級
高谷 惣亮 選手

男子フリースタイル74㎏級

吉田 沙保里 選手

女子53kg級
伊調 馨 選手

女子58kg級

あ
と
が
き

　『
論
語
』
の
な
か
で
、
孔
子
は
自
ら
の
人
生
を
振
り
返
り
、
50
歳
は
「
致
命
（
天

命
を
知
る
）」
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
「
不
知
命
、
無
以
爲
君
子
也
（
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
使
命
が
わ
か
ら
な

け
れ
ば
、
立
派
と
は
い
え
な
い
）」
で
始
ま
る
一
節
を
も
っ
て
、
そ
の
書
は
締
め

く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
警
備
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
は
こ
れ
か
ら

も
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
全
力
で
守
り
、
す
べ
て
の
人
の
心
に
残
る
よ
う
な
歴
史

を
刻
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社
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